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建築に携わる者の技術研修内容への要望に関する意識調査

中島 松本社一郎

The Investigation of Awareness 

on Wishes of Research Study of Registered Architect 

Hajimu NAKAJINA， Souichiro MA  TSUMOTO 

乙の報告はi 愛知建築士会会員を対象に実施した意識調査をもとに建築に携わる者が持つP 建築技術の向上を

目的とする各種の研修内容への要望を探ぐるものである.

1. はじめに

この報告は，建築に携わる者の技術研修内容への要望

吾探り，建築士法上(土法第22条の 2)の団体である愛

知建築士会の運営のあり方とその方向，あわせて本学に

おける建築教育に寄与しようとするものである。

調査は，愛知建築士会会員を対象lこ郵送調査法によ

り，全会員5836人に質問紙を郵送し自記式で回答を求め

た園質問紙の回収数は1511部，回収率25.9~ちであった.

2 調査結果の概要

2.1. 調査対象者の概要

請査対象者の職業をみると公務員が130名，民間会社員

が1288名，学校・諸団体関係者が40名で，対象者の85ι2

%が民間会社員である.また，役職は，経営者が最高の

567名，次いで一般職436名，管理職327名，不明181名で

ある。役職の不明が比較的多いのは，建築士と言う資絡

をもとにした業務が極めて広く役付けの困難在職能が多

い結果からと思われる.

年令については， 30才代が 488名で一番多く， 20才代

から40才代までが1161名， 50才代から80才代までが 337

:?"であった.性別では男子が1493名で圧倒的に多く建築

士という特有な職域を持つ結果と考えられる.

また，調査対象者の建築士資格は，一級が 827名，三

級が658名であった。

2.2. 建築に関する技術研修内容への要望について

実社会で働く人々の技術研修の方法には，講演会を始

め，説明会・講習会・研修会など種々なものが考えられ

る.これら各種の研修方法の内容についての要望は次の

とおりである.

i )講演会内容の希望 講演会の内容としては，

建築技術に関するものを希望する者が全体の66.6%で非

常lこ多く，次で，都市計画に関するものが26.1%，経済

に関するものが24巴 5%であった.

とれを職業別に見ると，公務員では鎧築技術を最高に

都市計画，海外情報と続き，文化に関するものが最下位

表 1 調査対象者の概要(総数1511名，単位:人)
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である.民間会社員の場合は，建築技術・経済・都市

計画・法律・海外情報のI1民l乙少なくなり，職場lこ直結し

た希望内容の現われと思われる. また，資格別による

と，ー・二級建築士ともに第一位として建築投術に関す

るものを希望するが，第2位では，一級建築士が経済，

二級建築士が都市計画を希望し，第 3佼では，一級住築

士が都市計画，二級建築士が法律を希望している.これ

には，職場における技術的責任領域の違いが見られた.

ii) 説明会内容への希望 説明会は，講演会と異な

り日常業務に関する直接的な技術の向上を期待している

と考えられ，内容の希望では，建築基準法に関するもの

を希望する者が圧倒的に多く，次に，日照権，消防法，

国土利用計画と続いている.

これらは，設計や工事に携わる時，直接関係するもの

であり，特l乙第2位の日照権は，第 2種住居専用地域を

巾心とした中高層アパート建設に伴う日照問題，第3佼

の消防法は，多数の死傷者を出した大阪千日ビ、ル・熊本

太陽デパート火災l乙伴う建築基準法・同施行令の一部改

正などが反映したものと考えられ，設計や工事を実施す

る当事者として最善な対応方法や法解釈などを認識しよ

うとする願望の結果と考えられる.

なお，職業・資格による違いは殆どない.

iii)講習会内容への希望 日常業務における再教育

の必要性から系統的な技術教育を行なう講習会の希望を

見ると，構造に関するものが48.3%で最高を占め，建築

設備に関するものが31. 4~ぢで第 2 位，次に建築材料，色

彩インテリヤの順であった.乙れは，構造・設備等の学

校教育が現場において十分応用できないか，または十分

理解出来ないままに実社会の実務に従事して，その必要

性を強く感じている結果と考えられる.

iv)研修会内容の希望 全体では，経営者研修会が

第 1位の51.4%であり，次に中堅技術者を対象にした管

理者研修会と続き，第 4位がフレッシュマンの研修会で

ある.経営者研修会が第 1位であることは，建築士と言

う技術資格者が経営者になるケースが比較的多く，経蛍

的な必要条件が十分に認識できないもどかしさからくる

ものと考えれる.職業JJU~乙見Tこ民間会社員の経営者研修

会，資格別に見た二級建築士の新建築士研修会が他に比

べ多いことは当然な結果と思われる.

2.3. 建築士会への会員意識について

建築士会会員としての意義については「機関誌を通じ

会員の品位と技術の向とを計るJと答える者が40.8%で

一番多く，次に「講習会等に参加して技術の向上を計る

」が26.3%， 1共通の立場で話せるJ1会員相互の親睦

が計れる」と続いた。これを職業別に見るとI1民位には変

化が見られなし第 1位の「機関誌を通し会員の品位と

松本批一郎

技術の向上を計る」に意義を感じる公務員は，公務員の

うち 36.9%，民間会社は，民間会社員うちの41.3~ぢであ

っTこ。

建築士会が実施する各種親陸行事への希望として，現

代急築見学が第 1位で44.6%，次に美術 e 古建築鑑賞が

29.5%で第21立，旅行，ゴルフと続いた.資格別に見る

と一級建築士のコゃルフが23.6~ちで比較的大きな比率を占

めていた.

また，機関誌発行についての希望を見ると「今迄通り

で良い」としている者が63.9%で第1位を占め，1頻繁に

発行してほしい」が24.1%であった.職業別，資格別に

見ると全体的なものと同じ傾向を示しているが「頻繁に

発行してほしい」とする者が職業別の公務員が30.8%，

資格別の二級建築士が24.6C杉を占め，それぞれ民間会社

員や一般建築士より多かった.

2圃 4. 対象者別に見Tこ志向性

表4は，建築士をその職業・役職・年令・性別密資格

.所属支部について同ーの要素を持つものにグルーブ分

けを行い，そのと位11グループと公務員の 1クソレープの

合計12グループについて研修会や機関誌の内容等への志

向性を示したもである.

これによるとグルーフ。の志向性に強い影響を与える要

素には，職場の責任領域からくると思われる役職(一般

職・経営者・管理職)と建築士資格(一級・二級)があ

げられ，特に「講演会内容の希望J1日本建築士連合会

会誌内容の希望」に強い影響をおよほしていることが分

カ〉った.

3. おわりに

以上のとおり，愛知建築士会会員をとおし建築に携わ

る者の技術研修内容への要望を探ぐった.

建築に携わる者の建築技術研修への要望については，

説明会や講習会に対して特に強い期待が伺え，具体的に

は現業l乙直結するものを最優先する傾向があり，建築技

術・建築基準法・経営者研修が上げられていた.また親

陸行事についても，単なる旅行・コツレフでは，あまり歓

迎きれなく，現代鐙築見学や美術・古建築鍛賞を併用さ

せ，有意義な親陸行事にする必要を感じた.

最後に，この調査の実施にあたり，種々御配慮いただ

いた愛知建築士会事務局，同総務委員会，および集計に

協力していただいた本学建築学科中島研究室学生に謝意

を表わします.

〔昭和51年l月10日受付〕
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表 3 建築士会の意義と機関誌の発行について
(単位:人)

Z口L 

l 調 査対象者の職業 | 静腕の資格

計公務員|民雲社員|学校関係(議団体|不明一級|二級|不明

i口』 計 1511 26 

機関誌を通位し 1 

品 ・技術向上
616 48 532 18 326 278 12 

員~とL 35 講習会により技術向上 398 38 334 4 13 227 165 6 

し
会員相互の 親 睦 186 156 3 1 5 97 85 4 

て 共通の立場で話せる 114 
の 290 26 241 5 6 12 175 1 

意 そ の 他 53 2 50 。 。 1 29 24 。
義

無 回 空*ヨ 103 5 92 1 。 5 51 48 4 

今迄通りで良 い 966 10 17 33 544 410 12 

ひんぱんに発行 364 40 303 5 4 12 192 162 10 

年 1、 2回で 良 い 9 47 。 。 2 30 28 。
無回答 123 8 105 2 2 6 61 58 4 

日
もっと充実してほしい| 294 25 275 5 1 6 193 99 2 

ま築童合会容希望青会の 現 代 の ま まで長い

356 24 305 5 7 15 185 164 7 

隔月別発行で 323 31 272 4 2 14 196 123 4 にニュースを渡す

期待した内容ではとEい 94 15 74 1 2 2 56 37 1 

その他 3 23 2 1 。 19 9 1 

|無回答 448 384 1 10 I 17 203 236 9 
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51 161 111 61 2 
41 41 41 91 6 

6 1 10 1 7 1 7 1 8 
21 21 1 1 21 1 
01 01 21 01 0 
17 1 1 1 8 1 6 1 12 

注・ 1)職業 2)役職幻年令 4)性別 5)建築士資格的支部所属の地区

a岨E
k
d

守，

1
 

9
0
1
1
1
9
 

1

1

 

1
0
7
2
1
4
 

1

1

1

 

n
ョ。，
u

内

a

，B
A
U
'
A

1

1

1

 

4
6
2
6
0
9
 

1

1

 

d
a司
令

J
u
w
'
a唱の
v
a幽胃

1

1

1

2

1

 

i語;;;;
そり他
無回答


